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ＡＩ戦略の進捗状況の概要ＡＩ戦略の進捗状況の概要

2019年度内を期限
とした取組の進捗状況 取組数 計画通り 未了/

⼀部未了 進捗率

教育改⾰ 31 27 4 87%
研究開発 16 11 5 69%
社会実装 26 24 2 92%
データ関連基盤 9 8 1 89%
デジガバ・中⼩ 3 3 0 100%
倫理・その他 4 4 0 100%
Total 89 77 12 87%

• ＧＩＧＡスクール構想の前倒し実施、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プロ
グラム認定制度（リテラシーレベル）検討

• 「⼈⼯知能研究開発ネットワーク」を設⽴、3⽉末時点で104の機関が参画
• 医療画像診断⽀援やスマート農業、インフラデータプラットフォーム構築
• スマートシティ共通アーキテクチャ構築
• G20 AI原則や各省庁のAIガイドラインの策定

【参考】２０１９年度の進捗状況

 2020年度は、「ＡＩ戦略2019」及び昨年6⽉に実施
した戦略のフォローアップをもとに各分野の取組を推進

 2020年度を期限とした取組について、
90％（171件中154件）が、計画通りに進捗

 ⼀⽅、17件については、課題の困難性等のため、計画
通りには進捗せず、未了/⼀部未了

 各取組はおおむね計画通り進捗しているが、その効果に
ついては、まだ⼗分に実感できていない

 引き続き、戦略の⽬標である「⼈・産業・地域・政府全
てにＡＩ」を⽬指し、各分野で取組を展開する必要

 2020年度期限の取組（未了/⼀部未了の取組を含
む。）のうち、128件は取組を継続・更新

（進捗のあった主な取組）

取組数 計画通り 未了/
⼀部未了 進捗率

教育改⾰ 63 58 5 92%
研究開発 35 33 2 94%
社会実装 44 43 1 98%
データ関連基盤 12 9 3 75%
デジタル・ガバメント、
中⼩企業⽀援 10 6 4 60%

倫理・その他 7 5 2 71%
Total 171 154 17 90%

２０２０年度の進捗状況（分野別）
【2020年度内を期限とした取組の進捗状況】
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ＡＩ戦略の進捗状況の概要ＡＩ戦略の進捗状況の概要
【2020年度内を期限とした取組の進捗状況】２０２０年度の進捗状況（府省庁別）

【参考】

取組の主担当 取組数 計画通り 未了/
⼀部未了 進捗率

情報通信技術（ＩＴ）総合戦略室 3 3 0 100%
科学技術・イノベーション推進事務局 36 31 5 86%
健康・医療戦略推進事務局 1 1 0 100%
知的財産戦略推進事務局 3 3 0 100%
国家公安委員会・警察庁 1 1 0 100%
個⼈情報保護委員会事務局 1 1 0 100%
総務省 13 11 2 85%
⽂部科学省 53 48 5 91%
厚⽣労働省 9 8 1 89％
農林⽔産省 2 2 0 100%
経済産業省 33 30 3 91%
国⼟交通省 6 6 0 100%
環境省 1 1 0 100%
無し 9 8 1 89%
Total 171 154 17 90%
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戦略の進捗状況と⾒直し、及び新戦略策定の概要 ①戦略の進捗状況と⾒直し、及び新戦略策定の概要 ①
 「ＡＩ戦略2019」策定後2年を経過。その間、新型コロナウイルス感染症への対応、我が国社会全体のDX
の加速等の状況変化を踏まえつつ、引き続き、戦略⽬標の実現を⽬指していく

 「ＡＩ戦略2019」のフォローアップとして、これまでの取組の進捗状況及び今後の対応の⽅向性をとりまとめ、
「ＡＩ戦略2021」に改定し、取組を継続・推進

 これに加え、これまで前提としてきた社会・経済システムが⼤きく変⾰していること、諸外国におけるＡＩ関連の
動きが加速していること等を踏まえ、社会・経済活動に真に役⽴つAIの社会実装の促進に重点を置き、本年
内を⽬途に、新たなＡＩ戦略を策定

進捗 「ＡＩ戦略2021」の主な取組

教
育
改
⾰

・義務教育段階の全学年の児童⽣徒⼀⼈⼀⼈が端末を所有
し利活⽤する環境を⽬指す「GIGAスクール構想」の前倒し実
施

・⼤学等における優れた教育プログラムを認定する「数理・データ
サイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」
の開始

・教育 データ標準の枠組みと「学習指導要領 コード」からなる
「教育データ標準」（第１版 ）（10 ⽉）の公表

・EdTech導⼊補助⾦申請を68件採択。4,303校(⼩:中:⾼
=5:3:2)にソフトウエア・サービス導⼊完了

・課題解決型AI⼈材育成プログラム「AI Quest」にて、海外参
加者を含めた732名が活発に学び合うオンラインの場を形成

各分野の主な取組の進捗状況と「ＡＩ戦略2021」の主な取組の概要は、次のとおり。

・「GIGAスクール構想」の実現に関し、全国のICT環境整備や
端末の利活⽤の状況の調査、安定的な実施環境の確保、児
童⽣徒の個別最適な学びの充実、学校現場における教育
データの利活⽤の促進、端末更新時の⽣活困窮者への対応
等 【新規・更新・継続】

・「数理・データサイエンス・ＡＩ認定制度」の認定プログラムを受
講し、数理等に関する基礎的な能⼒を習得した⼈材が多く排
出されることを産業界が⽀援するための取組の開始 【更新】

・⼈社系⼤学院教育におけるダブルメジャー・社会⼈への展開な
ど、更なるデジタル⼈材の育成にむけて検討する場を設置し、
具体施策の検討開始【新規】

・国の⾏政機関の職員に対するＡＩ等に関する教育・研修の
試⾏的実施（本年度）、及びそれを踏まえた3年以内の全
職員対象を⽬途にした研修実施の検討 【新規】
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進捗 「ＡＩ戦略2021」の主な取組

研
究
開
発

・説明可能なAI等の研究開発等について、AI関連中核セン
ター群の連携⽅策を検討し、2021年度中に具体的な取組
を開始 【新規】

・ＡＩ関連中核センター群の連携のうえに⼈⽂社会系の研究
者を加えた「総合知」としての倫理的な検討 【新規】

・ AI関連中核センター群での研究開発の推進
 深層学習の理論体系の確⽴をはじめとした世界最先端の研究 【新規】
 2025年の⽇本国際博覧会での利⽤を⽬指した⽂脈や話者の意図を捉

えた多⾔語同時通訳の研究開発 【新規】
 産業構造を⾰新する挑戦的な知識融合型AI技術の開発 【新規】

・ＡＩ研究拠点化に向けた計算機設備等の増強 【更新】

・ＡＩ研究開発に積極的に取り組む⼤学・公的研究機関等の
連携促進や統合的な情報発信を⾏う「ＡＩ研究開発ネット
ワーク」の構築（115機関の参加(2021年3⽉時点)）

・AI関連中核センター群機関における計算資源の増強
・戦略に基づく研究開発の主な成果
 深層学習の理論として、⼤域的最適化が可能であること、⾼次元でも予測性

能が⾼いこと、万能な近似⼒があること等を数学的に証明
 多⾔語翻訳技術に深層学習を導⼊し、短⽂逐次翻訳における実⽤レベルの

精度を実現。技術移転した⺠間翻訳サービスの実⽤化・普及が進展
 量⼦物理学の理論に基づき、計算の中⾝を物理化学的に解釈可能な新たな

深層学習技術を開発し、これに波動関数の理論を導⼊することで、未知化合
物に対する物性外挿予測精度を⼤幅に向上することに成功

戦略の進捗状況と⾒直し、及び新戦略策定の概要 ②戦略の進捗状況と⾒直し、及び新戦略策定の概要 ②

社
会
実
装

・重点６分野における戦略に即した取り組みが順調に進捗
 健康医療介護︓国⽴情報学研究所（NII）による画像診断⽀援に関する6

医学会共通クラウド基盤の構築。ＡＩを活⽤した医療機器等の特性に応じた
承認制度導⼊（関係法令の改正）

 農業︓148地区において「スマート農業実証プロジェクト」を実証中（2021年
3⽉時点）

 国⼟強靭化︓国⼟交通プラットフォームにおいて、橋梁・トンネル・ダム等のデー
タの計約22万件（2021年３⽉時点）を集約、検索・ダウンロード可能

 交通・物流︓コンテナ物流の⽣産性向上のための港湾関連データ連携基盤の
構築、脱炭素型地域交通モデルやスマート物流サービスの実現に向けた実証

 スマートシティ︓関係府省のスマートシティ関連事業に90件の実証事業が採
択・事業実施中

 ものづくり︓研究開発やＡＩ導⼊等による製品開発・サービス開発・⽣産プロ
セス改善・サービス提供⽅法改善に対する⽀援

 その他︓⾃社利⽤ソフトウェアの取得価額を構成する試験研究に要した費⽤
の研究開発税制の対象への追加等

・引き続き、各分野での取り組みを推進
 健康医療介護︓産学連携による創薬や毒性評価等へのＡＩ応⽤の本

格稼働や、⾼度診断・治療システムに係るデータ公開等による医療分野
での社会実装の加速 【更新】

 農業︓「スマートフードチェーンシステム」の本格稼働による持続可能な⾷
料システムの構築 【更新】

 国⼟強靭化︓被災情報の迅速把握に向けた衛星データの解析・共有シ
ステムの構築に加え、社会実装するための体制を構築 【更新】

 交通・物流︓データ基盤の拡充とデータ配信システムの構築による⼀般道
での運転⽀援実現と、新たな地域交通の構築 【更新・継続】

 スマートシティ︓⾏政サービス、医療・介護や教育などが切れ⽬なく提供さ
れることを可能とする情報基盤・制度・ＡＩサービスの構築 【継続】

 ものづくり︓ものづくり現場に蓄積されてきた暗黙知（経験と勘）の伝承・
効率的活⽤を⽀え、⽣産性を向上させるＡＩ技術を開発 【継続】

 その他︓ＡＩ技術等の活⽤による地域の低炭素化や、ＡＩ技術等⾃
体の省エネ化に関する実証事業の推進 【新規】
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戦略の進捗状況と⾒直し、及び新戦略策定の概要 ③戦略の進捗状況と⾒直し、及び新戦略策定の概要 ③

・新⽇本版ＳＢＩＲ制度を活⽤し研究開発型スタートアップ等
への予算の⽀出機会の増⼤、社会ニーズや政策課題に基づく
研究開発の推進 【新規】

・透明性、公平性等を確保しつつ国の⾏政機関におけるＡＩの
活⽤が進展するよう、国の⾏政機関におけるＡＩ導⼊の基本
的考え⽅、ガイドライン等の総合的な対策を本年度内に整理・
取りまとめ 【新規】

・ＡＩを活⽤した疑わしい取引に係る情報分析の⾼度化 【新規】

・内閣府を司令塔とした省庁横断の取組を強化した新たな⽇本
版SBIR制度を構築（2020年6⽉法改正、2021年4⽉施⾏）

・中⼩企業へのものづくり基盤技術⾼度化のための研究開発⽀援
（348件）

・GPAI、OECD等の国際会合への対応
・「ＡＩ利活⽤ハンドブック（2020年7⽉）」を作成し、広く⼀般消
費者に対して啓発を実施

デ
␗
タ
関
連
基
盤

・｢包括的データ戦略｣（2021年6⽉頃策定予定）に基づく、ベース・
レジストリ、分野ごとのデータ交換基盤、包括的なトラスト基盤
の整備等の促進 【継続】

・分野間データ連携基盤技術のコネクタの定期的なバージョン
アップと⼀般公開【更新】

・分野間データ連携基盤の連携拡⼤ 【更新】
・ＡＩの品質保証に関する国際標準化の提案推進 【更新】

・産業分野別セキュリティガイドライン等の整備 【継続】

・Beyond ５Ｇの早期実現に向け、有無線技術の研究開発
の強⼒な推進及び研究開発プラットフォームの整備や、知的財
産権の取得及び国際標準化の戦略的な推進 【更新】

・「データ戦略第⼀次とりまとめ（2020年12⽉21⽇ デジタルガバメン
ト閣僚会議決定）」を策定。ベース・レジストリ等の基盤となるデータの
整備を重点領域に指定等

・分野間データ連携基盤技術のコネクタの公開（Ver.1(9⽉)、Ver.2(3
⽉)）、分散型分野間データ連携を推進する（⼀社）データ社会推
進協議会（DSA）の設⽴（12⽉）

・「機械学習品質マネジメントガイドライン(2020年6⽉)」及び「機械学習
システムの品質評価テストベッドα版(機能限定)(同年11⽉)」等の公開

・「Beyond 5G推進戦略（2020年6⽉）」を策定し、推進
 Beyond 5G研究開発を促進する基⾦を国⽴研究開発法⼈情報通信研究

機構に造成
 知的財産権の取得や国際標準化を戦略的に推進するため、産学官が結集し

た「Beyond 5G 新経営戦略センター」設⽴（2020年12⽉）

進捗 「ＡＩ戦略2021」の主な取組

そ
の
他

・「ＡＩ戦略2019」のフォローアップ ・新たなＡＩ戦略の策定（本年内⽬途）

・
倫
理

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト

中
⼩
企
業
⽀
援


